
加須市立礼羽小学校 道徳だより                   令和６年４月８日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

礼羽小学校では、子供たちの豊かな心を育むために、全教育活動を通して道徳教育を推進しています。 

道徳の時間を要として、子供たち一人一人が自分の生活を振り返り、様々な課題に対し自問自答できる機
会をつくってまいりました。今年度も子供たちの心がより温かくなるよう道徳教育に努めてまいりたいと
思います。 

社会の変化に伴い、子供たちを取り巻く環境は急激に変わり、子供たちの豊かな心を育むためには学校
だけが、また家庭だけが力を注いでもその効果をあげることは難しいのが現状です。子供たちの豊かな心
を育み、輝かしい未来を創造していくためには、家庭・地域・学校が一つの大きな輪（和）を作り、力を
注いでいくことが必要だと考えます。職員一同、子供たちや保護者の皆様、地域の皆様と信頼関係を築き
ながら、全力で教育活動にあたってまいりますので、変わらぬご理解、ご協力をよろしくお願いいたしま
す。 

 

 

 

 

子供たちがよりよい未来を生きるために、自分が人としてどのように生きるべきかを考えることはとて
も大切なことです。そのために、学校では週に１時間、道徳の時間があります。 

道徳の時間では、主に読みもの教材を活用し、子供たちは、人間の弱さを含め、素直な気持ちをお互いに
出し合って、友達の考えを知ったり、自分の考えを深めたりしながらこれからの生き方に生かしていきま
す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県では、県独自の道徳教材「彩の国の道徳」を活用して、道徳の授業の充
実を図っています。また、学校と家庭の共通理解を図り、同じ視点に立って子供
たちの道徳心を育んでいただくために、家庭用「彩の国の道徳」を作成し、埼玉
県のホームページ上で公開しております。ぜひご家庭で、お子さんと一緒に読ん
で、感じたことをお話しいただく等積極的にご活用ください。詳細につきまして
は、裏面をご覧いただけたらと思います。 

学校・家庭・地域が一体となって、子供たちの規範意識を高め、豊かな心の育
成を目指しましょう。 

 

 

心配だけれど、どう思われ
るかわからないし、声をか
けられないよ。 

私も同じようにこわいけれど
勇気を出して声かけるよ。だ
って、もし声をかけなかった
らおじさんは… 

「おじさん。手を取りましょうか。」 

あなただったら困っている人に声をかけますか･･･？ 教材「心の信号機」より 



 


